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論 文 の 内 容 の 要

本研究では､出荷ブロイラーに集団発生した筋胃びらん2件について､病理学的･ウイ

ルス学的検索を実施し､病変部より分離されたウイルスを接種したブロイラーの組織学的

検査をおこなった｡また､我が国における本疾病の発生状況を調査した｡

第1章では､1998年および1999年に食鳥処理場の出荷ブロイラーに集団発生した筋胃

びらん2事例について､病理学的およびウイルス学的検索を実施した｡両事例の鶏舎毎の

筋胃病変出現率はそれぞれ9%～11%および4%～50%であった｡発症したニワトリに臨

床症状は認められなかった｡1999年の発生では発生群の100羽を剖検したところ､5羽

に筋胃びらんが認められた｡･組織学的には､病変部の粘膜上皮の核は腫大し､核内封入体

が認められた｡びらん部のコイリン(Koilin)層は水腫性で変性した細胞を伴っていた｡粘

膜固有層および粘膜下織や筋層の血管周囲結合織には､中等卑から重度の炎症細胞の浸潤

声ミ観察された｡免疫組織化学的検李では､封入体はトリアデノウイルス(FAV)抗原陽性で
あり､透過型電子顕微鏡観察により､封入体が直径約70血のウイルス粒子の集積で構成

されていることが明らかになった｡1999年の発生例の筋胃からグループIFAV血清型1

が分離された｡剖検で筋胃びらんの確認された5羽のニワトリでは､核内封入体は筋胃に

のみ認められた｡これらのことから本症例はAGEと診断された｡

第2章では､病変部から分離されたFAVを1､3および5適齢のブロイラー122羽に

経口･点眼接種し､4～18 日後に剖検した｡筋胃びらんは全ての適齢のニワトリで再現

され､それらには野外症例と同様の組織病変が観察された｡免疫組織化学的検査で､粘膜

上皮細胞内の核内封入体は附抗原陽性であった｡病変はFAV血清型1の移行抗体価の

有無にかかわらず認められ､低濃度(103TCID5J血)のウイルス接種では病変形成は遅延し

た｡粘膜固有層の浸潤細胞の多くはCD3陽性で､形質細胞でⅠまIgA陽性細胞よりもIgY
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陽性細胞が多く認められた｡ウイルスを接種した5適齢のニワトリでは､1､3適齢のニ

ワトリに比べて粘膜固有層の偽好酸球浸潤が軽度であった｡核内封入体は､まれに空腸や

盲腸扁桃の上皮細胞内にも認められた｡これらの結果から､筋胃びらん病変部から分離し

たFAVは､肝臓や膵臓に病変を伴わずに筋胃びらんを形成することが証明された｡

第3章では､我が国におけるAGEの発生状況を明らかにするために､全国.18カ所の食

鳥処理場で廃棄された筋胃について組織学的､免疫組織化学的およびウイルス学的検索を

実施した｡筋胃びらんは▲13カ所の処理場■において認められ､そのうち9カ所から採取し

た筋胃びらんは､アデノウイルスによるものであると診断された｡AGEの発生していた

処理場は､北海道､東北､中部､九州に位直することから､AGEは全国各地に広く発生

している可能性が示唆された｡九州ゐ2カ所の処理場で筋胃廃棄状況を調査した結果､1999

年4月から2002年3月までの3年間で､全処理羽数の0.40%および0.19%の筋胃(3,589.9

Kgおよび2,879.8Kg)が廃棄されていた｡この2カ所の処理場と他の1カ所の処理場で

発生した15農場由来の筋胃びらん集団発生19事例を調査したところ､16件がAGEと診

断され､残る3件もAGEが疑われた｡分離されたFAVの大部分はPCR-RFばにより血清

型1と同定された｡筋胃びらん発生群のニワトリに臨床症状は認められていなかった｡こ

のことから､我が国ではブロイラーのAGEの集団発生は頻繁に起きているものと考えら

れた｡

以上のように､本研究では､出荷ブロイラーに集団発生した筋胃びらんにトリアデノ

ウイルス(FAV)が関与していたことを明らかにした｡また､分離されたウイルスをブロイ

ラ→に感染させ､特徴的な粘膜上皮細胞内の核内封入体形成や､適齢や接種量による病変

の相違､粘膜固有層の浸潤細胞の種類など､その組織学的な特徴を示した｡さらに､我が

国ではこのような処理場に出荷されるブロイラーではAGE集団発生が､広く頻繁に発生

している可能性を示し､また､分離されるウイルスは大部分が血清型1であることを明ら

かにした｡
`メ

審 査 結 果 の 要 旨

本研究･は､これまであまり知られていなかっ.たブロイラーのアデノウイルス性筋胃び

らん(AGE)について病理学的に検討し､その実態を明らかにしたものである｡

はじめに､食鳥処理場の出荷ブロイラーに集団発生した筋胃びらん2事例について病理

学的およびウイルス学的検索を実施し､これらにトリアデノウイルス甲AV)が関与してい

る可能性を示した｡これまで､アデノウイルス性筋胃びらん(Å餌)の症例疲告は数例ある

ものの､このような集団発生の報告はない｡また､病変部からのFAV分離にも初めて成

功しグループIFÅV血清型1と同定している｡これらの結果は､筋胃びらんの診断にあ

たっては､ジゼロシンなどによる食餌性の原因ばかりでなくAGEも考慮すべきである羊

とを示している｡

次に､病変部より分離されたFAVをブロイラーに経口･点眼接種し､その病理学的特

徴を明らかにした｡ここでは､組織学的･免疫組織化学的検索によ･り､筋胃病変の経時的

変化､全身臓器の病変分布､浸潤細胞の種類､日齢､ウイルス接種量､および移行抗体価

違いによる病変形成の相違などを検討した｡それらの結果､AGEでは食餌也の筋胃びらん

とは異なる組織像を示すこと､今回用いたウイルスは主に筋胃に病変を形成し封入体肝炎

-233-



や壊死性膵炎といった他のFAVによって起こる病変を伴わないことが明らかとなった`こ

れらは､本病の病態解明の手掛かりとなるばかりでなく､診断や予防対策の上でも有用な

知見である｡

全国の食鳥処理場で廃棄された筋胃について組織学的､免疫組織化学的およびウイルス

学的検索を実施し､我が国におけるAOEの発生状況を調査した｡その結果､本病が広範囲

に発生していることが明らかとなった｡また､3年間にわたる2カ所の処理場での筋胃廃

棄状況調査により､大量の筋胃がびらんにより廃棄されていることを示した｡さらに､筋

胃びらんの集団発生のほとんどがAGEによるものであることを証明した｡これらのことに

より､我が国ではブロイラーのAqEの集団発生が頻繁に起きている可能性を示し､原因ウ

イルスの大部分がグループIFAV血清型1であることを明らかにした｡

以上について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた｡
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